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Webカメラ
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心拍・呼吸・離床・睡眠・覚醒
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CRA-100a2温湿・湿度
ETM505J

音源探知
USBマイク

DN-12387

気圧・照度・空気質
Pimironi Enviro pHAT

MQ-135

（６-1）IoTセンサー
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特願2018-95748
情報処理装置、情報処理方法およびプログラム

BPSDの予測の判断は、各評価指標パラメータで構成された行列に、
BPSDに発生時に関連する項目の度合い(係数)の行列を積算した予測
ロジックPを計算して判断を行う。

𝑃 = 𝑝1 𝑝2 𝑝3 𝑝4 𝑝5 𝑝6 ⋯

𝛼
𝛽
𝛩
𝛥
𝜀
𝛾
⋮

パラメータと係数の行列はベクトル量(横ベクトルと縦ベクトル)となり、P
はスカラ量となる。
本来であれば、各指標に充てる係数α～については、RNNの学習により

調整していくことになっているが、本実証実験中においてはデータの数
量が少なく、また、データの正確性において確証が得られていないこと
もあり、学習による係数の揺らぎが大きくなる懸念があるため、概算とし
て固定値を使用する。
今回の発症の予知の有無の判断については、予測ロジックP がスカラ
量となり、Pが1以上ならばその時間帯の発症の予知を、1未満ならばそ
の時間帯の消失の予知を行う。

（6-2）IoTセンサーによるデータ収集と評価指標パラメータの算出
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（6-3）指標化処理
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BPSDの予知の判断は、各評価指標パラメータで構成された行列に、BPSDに発生時に関連する項目の度合い(係数)の行列を積算
した、予測ロジックPを計算して判断を行う。

𝑃 = 𝑝1 𝑝2 𝑝3 𝑝4 𝑝5 𝑝6 ⋯

𝛼
𝛽
𝛩
𝛥
𝜀
𝛾
⋮

簡易的なロジックとして計算を行う。
評価指標パラメータと係数の行列はベクトル量(横ベクトルと縦ベクトル)となり、Pはスカラ量となる。

各指標に充てる係数α～については、RNNの学習（機械学習）により調整していく、機械学習による係数の揺らぎが大きくなる懸念が
あるため、概算として固定値を使用する。Pが1以上ならばその時間帯の発症の予知を、1未満ならばその時間帯の消失の予知を行う。

評価指標パラメータ重みづけ係数

気温湿度(𝛼) 気圧(𝛽) 照度(𝛩) 脈拍数(𝛥) 呼吸数(𝜀)
呼吸・脈拍
の交叉(𝛾)

0.03 0.5 0.1 0.15 0.1 1.0

時系列で介護記録の
Objective Dataと相関する

（6-4）指標化パラメータの算出
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𝑃 = 𝛼 × 𝑇′ + 𝛽 × 𝑃𝑒
′ + 𝛩 × 𝐼′ + 𝛥 × 𝑃𝑣

′ + 𝜀 × 𝐵 + 𝛾 × 𝐶′
𝑃 = 0.03 × 𝑇′ + 0.5 × 𝑃𝑒

′ + 0.1 × 𝐼′ + 0.15 × 𝑃𝑣
′ + 0.1 × 𝐵 + 1.0 × 𝐶′

P = 0.03 × 9.696927 + 0.5 × 0.076176 + 0.1 × 14.8996 + 0.15 × 0.914286 + 0.1 × 0.25 + 1.0 × 0
𝑃 = 1.98109871 ≥ 1

よって、BPSDの予測の判断のCは以下の式で計算される。

従って、この時間帯で、BPSDの発症が予測されたと判断できた。

時系列による影響を考慮する必要があるため、これはDeep Learningの中でも言語・音声・映像解析に近いものであるため、
これと同じLSTM（Long short-term memory）を使用し、予測アルゴリズムの深化・進化による予測の向上を図る。

予測と適切なケア方法を提示介護記録と相関して
BPSD発症の時間を予測

（6-5）BPSD予知
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（7）いろいろなパターンから推論して、矛盾のない答えを導き出す（現在とこれから）

ホットスポット分析（Hot Spot Analysis）
過去のBPSDの発生している空間(場所)を、BPSD発生の可能
性が高い空間(場所)有意性とみなす分析方法です。

回帰分析（Regression Methods）
過去のBPSDに加え、環境や人間関係等において発生した
BPSDに関連する相関関係や因果関係があると思われる変数の
うち、一方の変数から将来的な値を予測するための予測式（回
帰直線）を求めデータの傾向を分析することによって将来の
BPSDを予測します。

近接反復被害法（Near-Repeat Methods）
1件のBPSDと次のBPSDの時空間的な近接性に基づいて、
将来のBPSDを予測します。

時空間分析（Spatiotemporal Analysis）
BPSDの発生の時間変化に伴う移動パターンやそれに影響する
諸要因から、BPSDを予測します。
時空間結果の可視化（ヒートマップ）
HSAで得られたBPSD発生高率エリアに、環境データから得られ
た不快指数高率エリアを時系列的ディメンションに関する情報と
融合し、BPSDパターンの変動をマップ上に表現。
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（８）意識調査及びランダム化比較試験調査報告 認知症対応型IoTサービス(H29)


